






 遠藤 貴広 
 「省察的探究としての評価（assessment as 
reflective inquiry）」。2012 年度はこの言葉が筆者
の研究のキーワードになっていた。きっかけとな
















 そんな中、2012 年 10 月 6 日に福井大学で行わ
































さらに、学内でも、たとえば 2013 年 2 月 15 日に





























 日本の学校教育では 2008～09 年に学習指導要
領の改訂が行われ、学校現場ではこの新しい学習
指導要領の全面実施に向けた取り組みが進められ
ている。学力評価に関わっては、2010 年 3 月 24
日に中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程
部会から『児童生徒の学習評価の在り方について
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OECD の DeSeCo（Definition and Selection of 
Competencies）プロジェクトが提起したコンピテ
ンス概念である。日本で DeSeCo は、まず PISA
の理論的・概念的基盤として注目された後、学習
指導要領の「生きる力」の妥当性を説明するもの





































































































Park East Secondary School）での取り組みは広
く知られ、設立時（1985 年）の校長デボラ・マイ
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さらに、NYPSC パフォーマンス評価審査委員会
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教育における評価（日本の社会教育 第 56 集）』
東洋館出版社、2012 年、46-57 頁）、②遠藤貴
広「教師の同僚性」（『指導と評価』第 58 巻 12





























日本標準、2012 年［原著 2005 年］）がある。 
5） D. S. Rychen & L. H. Salgnik, “A Holistic 
Model of Competence,” in D. S. Rychen & 
L. H. Salgnik (eds.), Key Competencies for 
a Successful Life and Well-Functioning 
Societies, Hogrefe & Huber Publishers, 



























2012 年，231-243 頁）を参照のこと。 








12） たとえば、 L. M. Earl, “Assessment as 
Learning,” in W. D. Howley (ed.), The 
Keys to Effective Schools: Educational 
Reform as Continuous Improvement (2nd 
ed.), Sage Publications, 2007, pp. 85-98. 
13） たとえば、J. Dewey, How We Think: A 
Restatement of the Relation of Reflective 
Thinking to the Educative Process 
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16） N. Lyons, “Reflection and Reflective 
Inquiry: Critical Issues, Evolving 
Conceptualizations, Contemporary Claims 
and Future Possibilities,” in N. Lyons 
(ed.), Handbook of Reflection and 
Reflective Inquiry: Mapping a Way of 
Knowing for Professional Reflective 
Inquiry, London: Springer, 2010, pp. 3-22. 
17） たとえば、福井大学教育地域科学部附属中学
校研究会『学びを拓く《探究するコミュニテ
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資料１ 
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資料３ 
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1．追究の継続性  専門職としての目標の達成のために，実践研究に十分に継続して従事してきている。  
2．追究の協働性  他者の追究を跡付け，理解し，援助してきている。  
3．追究するテーマの質 重要なテーマを追究し，深い分析を行い，学術的根拠に基づいた説得的な議論を展開できている。
4．視野の広がり  広い視野のもとに自身の追究のテーマを位置付けている。  
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